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ひとり暮らし高齢者のつどい
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目が不自由な方で広報紙の文字が見えない方は、曽訳テープをお貸しいたしますので社会福祉協議会までご連絡ください。
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《基本方針》

少子 ・高齢化の進行や福祉に対する価値観の多様化、そして社会経済の低迷による

失業や雇用情勢の悪化等により地域社会を取り巻く環境はますます厳しさを増してきて

います。

このような中、能登町社会福祉協議会では、「地域福祉の推進を図ることを目的とする」

団体の役害」として、自治会、ボランティア、行政、福祉関係者等の協力と連携を得ながら、

昨年、町会 ・区単位に地域福祉推進員の設置、地域住民が相互に助け合う地域支え合い

活動グループを立ち上げました。

これからは、住民一人ひとりが地域の一員として、住民同士の絆を深め、地域での

支え合い活動の充実をめざして住民参加型の地域福祉の推進に努めてまいります。

今後、ますます進む能登町の少子 ・高齢に伴う様々な福祉課題を克服するために、

社会状況や住民のニーズを的確にとらえた 【誰もが安心して暮らせるまちづくり】を
  D目指します。

        《 重点 目標》

1`地 域の絆をつなぐ、支え合う福祉のまちづくりを目指します。

2.新 たなニーズをとらえた福祉活動と在宅福祉サービスを推進します。

3.住 民が自ら主体となって活動する地域支え合い活動を支援します。

4.地 域住民に信頼され、必要とされる社会福祉協議会を目指します。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1口法人運営事業

(1)会の運営

(2)財政基盤及び管理の強化

(3)福祉サービスに関する吉情解決体制の整備

2日 地域福祉活動事業の推進

(1)福祉相談事業

①心配ごと相談所事業

②弁護士無料法律相談事業

(2)地域活動支援事業

①地域ぐるみ福祉活動推進事業

②地域支え合い活動支援事業

③地域福祉推進員設置事業

(3)子育て支援事業

①就学児童祝い品支給事業

②子育て必需品支給事業

③ベビーマッサージ教室

④学童クラブ交流事業

(4)高齢者支援事業

①生きがい活動支援事業

②給食サービス事業

③ひとり暮らし高齢者のつどい

④応、れあいサロン事業

《事業項目》 ・・・・・・・。・●●
●
 (5)要 援護者支援事業
・
    ① 福祉用具貸与事業
・
    ② 民生金庫貸付事業
●

.    ③ 生活福祉資金貸付事業(県社協委託事業)

.    ④ 福祉サービス利用支援事業

・
  3.在 宅福祉サ中ビスの推進
●

(1)介護保険事業
●

①居宅介護支援事業(ケアマネジメント)
●

.    ② 地域包括支援センタ
ー

・    ③ 訪問介護事業(ホームヘルプ)

・
    ④ 通所介護事業(デイサービス)
・
 (2)障 害福祉サービス事業

●

①相談支援事業
●

.   ② 居宅介護(ホームヘルプ)

・  4.受 託事業の推進
°
 (1)家 族介護教室事業

。 (2)配
食サービス事業

。 (3)ホ
ームヘルプ事業の受託(軽度生活支援事業)

● (4)放 課後児童健全育成事業(ささゆり学童クラブ)

」

の



平成‐2.5‐年度_能 登町社会福祉協議会

(単位 :千円)

収入の部
△
蚕 費 収 入 2,900 人 件 書

一
支 出 1711374

賞
可 付 金 J又 入 5,000 事 務 費 支 出 9.536

分 担 金 ll又 入 130 事 業 香
一

支 出 501537

経 常 経 費 補 助 金 収 入 38,452 貸 付 事 業 等 支 出 100

助 成 金 ll又 入 260 助 成 金 支 出 2,692

受 託 金 ll又 入 46,898 負 担 金 支 出 70

事 業 収 入 7,554 経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出 10,023

貸 付 事 業 等 収 入 100 固定資産取得支出及び繰入支出 11366

共 同 募 金 配 分 金 収 入 627 積 立 預 金 積 立 支 出 21543

負 担 金 J又 入 250 予 備 費 21016

介 護 保 険 収 入 1121940 支 出 計 250,257

自 立 支 援 費 等 収 入 9,683

雑 ll又 入 50

受 取 利 息 配 当 金 収 入 69

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 10,023 ll又 入 金 額 250,257

積 立 預 金 取 崩 収 入 15,321 支 出 金 額 250,257

収 入 計 2501257 134XI 一支 101

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5口 指定管理事業

指定期間 平 成 24年 4月 1日～平成 29年 3月 31日

(1)小木デイサ
ービスセンター

(2)小木生きがいデイサ
ービスセンター

(3)老人憩の家 たなぎ荘

(4)老人福祉センター 笹 ゆり荘 ・山せみ荘

6ロ ボランティア活動の支援

(1)ボランティア活動に関する相談及び情報提供

(2)ボランティア活動の啓発 ・養成講座を開催

(3)ボランティア協力校へ助成と支援

(4)ジュエアボランティア活動事業

(5)災害ボランティア講座の開催

(6)能登北部地域ボランティア連絡会の活動支援

(7)ボランティア連絡会の支援

7コ 共同募金運動の推進協力

(1)共同募金運動に対する協力

(10月 1日 ～ 12月 31日 )

(2)歳末たすけあい運動の実施

(12月 1日 ～ 12月 31日 )

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8.広 報、啓発活動の推進

(1)第 5回 能登町社会福祉大会の開催

(2)な、くしだよりのとの発行

(3)ホ
ームページによる社会福祉協議会の活動や

福祉情報の提供

(4)地域福祉セミナーなどの開催による福祉活動の啓発

並びに福祉活動の情報提供

(5)県社会福祉大会並びに県 ・関係機関が開催する研修

会等への参加

9口 福祉団体の活動支援

・能登町民生児童委員協議会

・能登町老人クラブ連合会

・能登町身体障害者福祉協会

・能登町遺族連合会

・能登町母子寡婦福祉協会

・石川県共同募金会能登町共同募金委員会

・日本赤十字社石川県支部能登町分区

・能登町赤十字奉仕団

●  ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●



役 職 氏 名 住 所 役 職 氏  名 住 所 役 職 氏  名 住 所

会  長 大谷内 義 一 合  鹿 理  事 大屋 百 合子 宇出津 理  事 高 木 泰 憲 秋  吉

目」会長 上 野 耕 平 」ヽ 木 〃 向 峠 智 隆 当  日
△
蚕 計 中 栄 義 威 上  町

副会長 山 岸 邦 彦 本 木 〃 東  久 童 上長尾 監 事 針 田 芳 雄 藤ノ瀬

理  事 竹 下 静 ― 七  見 〃 本 間  侑 柳  田 監 事 小 正  勲 宮 犬

〃 小 倉 宝 一 鶴  町 〃 岩 前 純 悦 白 丸

○能登町身体障害者福祉協会

能登町福祉団体‐i役 ‐員紹介
‐|■||||■11111■111■|■■■11111111111■||||||■!||■■■||||||■|||||||||■111■|■|||■|‐|‐1■!t■■十■|||■■■!|■!■■|11■!|||■||||■||■■||||■|||!■■■|■■|■||||||・||■

社会福祉協議会では、下記福祉団体の事務局を行つており、4月 に役員改選が行われました。

なお、下記福祉団体について、会員を募集しておりますので、ご興味のある方は社会福祉協議会までご連絡くださしヽ。

○能登町老人クラブ連合会

腎寄付あ―りがと,モ ーさいました
社会福祉事業に役立ててほししヽと次のとおりご寄付がありました。温かいお気持ち、心より感謝申し上げます。(川頁不同・敬称略)

寄 付 者 ご 方 名 解成25年 l月 15日
～平成25年 6月 30日 まで)

皆様か らの ご寄付は、福祉事業に活用するため半命以上を福祉基金に積み立てて、

そのほか地域福祉活動等の事業に有効活用させて頂いております。

役 ‐職 氏 名 住 所 役 職 氏  名 住  所 役 職 氏 名 住 所

会  長 三 宅 セツ子 小  木 理  事 清 田 美 子 手出津山分 理  事 高 市 世津子 柳  日

副会長 藤 田 憲 治 宇出津山分 〃 背 戸 久 平 夕臣 〃 宮 回 重 夫 寺  分

理  事 堀  久 護 松  波 〃 崎 ′S、じゑ 宇出津 〃 道 下 澄 子 寺 分

〃 谷 内 こ ′S、じ 小  木 〃
士

倉 満寿江 宇出津
△
ム

十二
〓
口 上 谷 専 ― 時  長

〃 東  幸 一郎 松  波 〃 平  菊 春 中 斉 監  事 竹 中  弘 宇出津山分

〃 目 下 貞 子 布  浦 〃 中 谷 静 枝 笹 〃 前 田 和 子 柳  田

○能登町遺族連含会

役 職 氏 名 住 所 役 職 氏 名 住 所 役 職 氏  名 住 所

会  長 益 田 英 治 鵜 理  事 山 本 恵美子 宇出津山分 理  事 小 蔵 久 一 不動寺

副会長 道 上 吉野里 当  目 〃 竹 中  勇 笹 〃 岩 城 康 徳 小  木

副会長 三 矢 啓 次 小  本 〃 石 垣 サナエ 合  鹿 〃 平   や す子 布 浦

理  事 大 熊 みつ子 宇出津 〃 中 橋 美智子 久  田 会  計 大 黒 美 子 波  並

〃 辻 野 貞 英 瑞 穂 〃 川 崎 時 夫 里
小

監  事 道 下 良 一 上  町

〃 泉 進 鵜 〃 白 坂 秀 雄 松  波 監  事 平 田 クエ子 松  波

○能登町赤十字奉仕団

役 職 氏 名 地  区 役 職 氏  名 地  区 役 職 氏  名 地  区

委員長 的 場 清 一 台ヒ 者呂 委  員 河 原 美恵子 台ヒ 者円 委 員 山 元 絹 子 内  浦

副委員長 谷 内 静 雄 柳  田 〃 西 尾 千鶴子 柳  田 会計監査 瀬 戸 久 男 初「 田

副委員長 高 木 米 子 内 浦 〃 表 回 里 司 柳  田 〃 酒 元 法 子 台旨 者呂

委  員 東 崎 ミヨ子 台旨  者F 〃 船 木 美榮子 内 )甫 〃 石屋敷 枝 子 内 浦

親 谷 栄 ― 金沢市 501000 大乗寺寒修行講中 宇出津 30,000 坂 森 忠 三 白 丸 00,000

西 日 清 治 羽】  本艮 501000 妙栄寺寒修行講中 波  並 10,000 柳 本  本国  イ子 鵜  川 00,000

川 回  正  人 宇出津 100,000 折 坂    淳 宇出津 100,000 浜 上    正 松  波 00,000

小 谷 哲 夫 上  町 100,000 国   岡 」 史 宇出津 100,000 泉   逸  郎 松  波 00,000

松 井 克 男 女臣 100,000 高 戸 政 一 藤ノ瀬 100,000 町 端 一 男 宇出津 00,000

匿 名 2,616 天 呑 保 博 藤  波 100,000 上 見 彰 夫 小  木 200,000

宮 前  恒  夫 布  浦 100,000 森  口    修 神和住 100,000 中 野 年 美 越  坂 50,000

杉 田 文 昭 鴨  川 100,000 大 澤 俊 彦 千葉市 100,000 金 岡」 政 博 小  木 100,000

徳 日 忠 広 経  尾 200,000 蔵   伸  度 宇出津新 100,000 匿 名 2,400

高野山金岡」流御詠歌 法華寺

本両寺、長福寺、平等寺
50,000

橋 本 忠 雄 宇出津 100,000 南   哲  理 小  木 300,000

竹 中 ― 不二 小  木 100,000

斎 藤 好 文 宇出津 1001000 宮 崎 朝 明 夕臣 100,000



☆第三者委員★

福祉サービスの利用者が事業所等の職員に苦情の申し出をしにくい場合の苦j情受付や、申出人と苦情解決

責任者との話し合しヽへ立ち会い助言や解決案の調整を行しヽます。

山下ミチ子 (柿生)石 日榮子 (笹川)橋 本洋子 (」ヽ木)

☆身体障がい者相談員☆

身体に障害をもつ力衆の日常生活を送るうえで様衆な相談に応じ、更生に必要な援助を行います。

三宅セツ子、上谷専― (内浦地区)藤 日憲治 (能都地区)高 市世津子 (柳日地区)

その他社会福祉協議会では心配ごと相談や

無料弁護士相談を開催しています。

日時などの詳細は最後のページに記朝してあります。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

熙
ン

★戦没者遺族相談員☆

戦没者遺族の相談に応じ、必要な指導 ・助言を行しヽます。

大熊みつ子 (宇出津)

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

◆社会福祉協議会の取り組み◆

ン
ン 〇勧角途電捜堤浴び、輿らして嘗らむ8阻囲づくりるめぎして。
熙
鵠熙 熙告

鞭 ン韓ン

社会福祉協議会では、地域住民みんなで支え合う地域づくりを目指して、高齢者の方や

障がいのある方等に生活支援や見守りを行うボランティアグルニプの活動を支援じてしヽます。

各町会・区ごとにできた地域支え合いボランティアグループを対象に、世帯数に応じて活動

費を助成しており、現在、能登町で15グ ループが活動しています。

この事業について詳しく知りたい方は、能登町社会福祉協議会までご連絡下さい。

生活支援とは?

買物に行けなしヽで困つてしヽる一

ゴミ出しを忘れがちである…

電球交換など簡易なことができない…

玄関先の雪かきや草X」りができない…

生
鈴

れン
困で
　
　
緩

中の活生常日た怖
ン

とン

ン ン
人を手助けをする活動です。

議 韓

期

熙

ン ヽ

0

●生きがい活動受援事業● 憲暮ゴ聖蜃訪薔麗亀習真繋甑綻琴窪坐婁欧
と健康増進

れラオケ歌い旅題ど

碑れけで秦しく歌いきしょうす

○]日]団体 (グルニプ)10人 以内

○利用日時

火～金曜日 10100～ 15i00

(月曜日が祝祭日の場合は水～金曜日)

○利用料1人300円 (7人以上は2,000円)

○利用できる方

60歳以上の町内在住者の団体 (グループ)

○送迎いたします

いらなくなった荷造りひも「PPノヾンド」

で編みカゴを作つてみませんか?

その他、座布団づくりや季節にあわせて

しヽろしヽろな手去工芸等をやりましょう!

・ 毎 週月曜日 10:00～15:00

。 (月 曜日が祝祭日の場合は、火曜日)

: 能 都庁舎10i00発で、送迎車運行(相談可)

・○参加費(年会費)子 ,000円

:○ 参加できる方 60歳 以上の町内在住者

お問台せ ・申し込み先 老 人日の承 『たなき荘J TEL&FAX 82-3582



☆地域の施設紹介★

特別養護老人ホーム 第 二長寿園 住所能登町字布浦ノ
ー10-3電 話0768-72-8888

FAX 0768-72-1233
【施設の概要】

平成8年4月にオープンし、本館入所定員50名、ショート定員10名、

個室14室、2人部屋12室、4人部屋3室、ショート個室2室、

2人部屋4室。平成17年には、新館ユニット型個室30床オープン。

ほかにデイサービス、グループホーム、居宅介護支援、訪間介護、

配食サービス等を展開しております。

【サービス内容】

特養等入居系施設では「食事」「入浴」「排泄」の介護サービスを

提供しております。また、盆踊りなど年間を通して様々な行事を

企画し、入居者ご家族様に喜ばれております。また、地域の皆様の

介護や福祉の相談に応じ、連絡調整を図りながら、通所サービス

等の在宅サービスが受けられるようにお手伝いをしております。

【住民の皆さんへ】

第二長寿園では、地域貢献事業としてほのぼの交流事業を実施

しております。これは、椅子、テーブル、コーヒカップ等の喫茶

用品を持ち込み飲み物やおやつを召しがって頂きながら、介護

や福祉に関する相談を受けたり、地域の皆さんとの交流を深めて

おります。地域のイベントや集まりにいつでも、どこでも出向き

ますのでお気軽に声をかけていただきたいと思います。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

このコー十一で勝能登町内で福祉に擦わってblる

若ll力を紹介し孝すす

名 前 上 野  反 孫己さん

事業所  社 会福祉法人 長 寿会

団体名  特 別養護老人ホーム 第 二長寿園

首段言葉をあまり□にしない方がふと笑顔になられたり

「ありがとう」と言われたとき。

Q.今後の目標は?

何事も自信を持つて 「笑顔で明るく」入居者さんと接する。

上司からのコメント

今年の3月 に金沢から嫁いで来られ、4月 から第二長寿園

で頑張つてしヽます。

<ほ のぼの交流事業 移動喫茶>

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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■家族介護教垂
≪認知症の対応について講演会を開催≫

6月 21国 にやなぎだ荘にて、家族介護教窒を開催しました。

今回は、以前から要望の多かつた調知症介護につしヽて、金沢

市より ≪認知症対応型デイサービスゆしヽま一る≫ 管理者

加納央さんにお越しいただき、【認知症という病気を抱えた

力とともに】という演題でお話しして頂きました。

調矢B症を患った方は、たとえば、ある朝日覚めたら『調知症

の人』と呼ばれるようになってこれまでできたことができな

くなり、不安と困惑で、もがき苦しんでいる状況であると説明

されました。365国 家族が寄り添つて介護することは、大変

です。「理想の家族像」を目指すのではな<、福祉サービスを

利用したり、介護教室に参加して、無理をしないで欲しいと

のことでした。

参力B者からは、認知症の力の気持ちが少し理解できた、もっと

早く間きたかつたや内容がわかりやすい講演でとてもよか

ったなどの感想をいただきました。

在宅で介護されているご家族の力、家族介護教室についての

問い合わせは、能登町社会福祉協議会までどうぞ。

■能登地区赤十字のつどい

平成25年 6月 30日 (日)珠 洲市市民ふれあしヽの翌健康

増進センターで、含ヒ登地区赤十字のつどいが開催されました。

つどいは、「東日本大震災救援チャリティーノヾザー」をテーマ

に開催され、チャリティーバザー ・パネル展示 ・炊き出し

等が行われました。また、チャリティーバザーの売り上十ずは、

日本赤十字社に全額寄付されます。

つどいを通じ交流を深め、会場はにぎやかな雰囲気に包ま

れました。

■ ベ ビーマツサージ教 塞

6月 20ヨ (本)ま つなみキッズセンター

生後 1歳ぐらしヽまでの赤ちゃんとママさんを対象にベビー

マッサージ教憂を開催しています。

ベビーマッサージは赤ちゃんとママとの大切なスキンシップ

のひとつで、ママさんが優しい気持ちで赤ちゃんに接する

ことで良い効果がたくさんあると言われています。

今回は9組の親子が参加され、ベビーマッサージセラピストの

浦木恵先生とともに楽しいBき間を過ごすことができました。

次回は9月 6日 (金)こどもみらいセンターで開催予定です。
/

/                 /

赤ちゃんへ 紙おむつプレゼント
社会福祉協議会では、社会福祉協議会の会員会費を財源とし、子育て支援の一環として
「子育て必需品支給事業」を行つています。

〈対  象 〉 出生時から能登町に住民票がある赤ちゃん(6ヶ月以内)の保護者

〈支 給 品〉 字し児用 紙 おむつ Mサ イズ

〈申請方法〉 社会福祉協議会本所 ・各支所、能登町役場町民課、能都 ・柳田サービス室、

役場各支所 ・出張所にある申請用紙に必要事項を記入し、社会福祉協議会

まで提出してください。

(受取場所〉 紙おむつの受取は、社会福祉協議会本所 ・各支所にて申請書と引き換えにお渡しします。

※申請は赤ちゃん1人につき1回隈りです。 ※ 受取り時、母子手帳など確認できる書類を必ずご持参ください。
・・●



◇行事予定&お 知らせ◇

☆弁護士無料相談のご案内
弁護士による無料相談を開催します。各□ 1人 30の以内で4人 まで受け付けます。(本目談無料・要予約)

b配 ごと相談所

内浦地区

●毎月 40日  43:30～ 15:30

場所 内 浦福祉センター

0毎 月20日  13:30～ 15:30

場所 小 本活性化センター

※土日視祭日の場合は翌日になります。

|||■■|||■■||!■■■|||■■|■■■|■■■■■|||||■■■■■■|■|■■|■|■■■■■|

能都 地 区

●毎月9・ 19日 10!OO～ 12:00

場所 能 都社会福社会館

※土日祝祭日の場合は前日になります。

※鵜川公民館での心配ごと相談は下記日程で

予定してしヽます。

旨:f器を8塁
1,昌
13冒1素110i00-12:00

11■||■■■|■||■■■|■■■|■|■■■■|■|■■||■||||■||■|■|■■■||||■|■|■|

柳 日地 区

●毎月第2・第4火 8程日 10100～ 12!00

場所 笹 ゆり荘

※視祭日の場合はお休みになります。

?クイス?選 冨客野3岳り満
の

野毀能登町社会福祉協議会
〒927-0602石川県鳳珠郡能登町字松波13字 77番地

下EL(0768)72-2322 FA× (0768)72-2310

能都支所 能 登町字宇出津ウ字 10番地の 1

TEと (0768)62-3562 FAX(0768)62-3562

柳日支所 能 登町字A」l日梅部 198番地

下EL(076 8 ) 7 6 - 0 0 8 8  F A X ( 0 7 6 8 ) 7 6 - 1 2 0 1

Q=能 登町久田の「久田和紙」は民芸品としても浅目

を集めていますが、その主原料は何?

①ヨウゾ  ② ミツマタ  ③ ガンピ
【応募方法】

官製はがきに住所 ・氏名 ・年齢 ・答えを記入のうえ、能登町社会
福祉協議会 (松波)まで郵送してください。なお、当選者の発表は
商品の発送をもって代えさせていただきます。
締切 :平成 25年 8月 30日 (金)必着
なお、クイズの正解は社協ホームページ及び次号の福祉だよりに
掲載いたします。
前号のクイズの答えは 「①興福寺」でした。

予約電話 72-2322 社 会福祉協議会本所まで

日   日 寺 回寺 間
△
ム 場

平成25年 8月 20日 午後 ]時30分～午後3時30分 社会福祉協議会本所 (内浦福祉センター内)

平成25年 11月19日 午後 1時30分～午後3日寺30分 老人福祉センター 笹 ゆり荘

平成26年 1月 21日 午後1時30分～午後3日寺30分 役場 能 都庁舎 福 祉相談室

★平成25年 度 今 後の行事予定

日   付 行  事  名

10月 2日 (水) 能登町戦没者追悼式

10月 22日  (火 ) 能登町社会福祉大会

【ボランティア活動保険に加入していますか?】

ボランティア活動保険はボランティア活動中の

ケガや賠償責任を補償します !

○自宅から活動場所への往復途上や活動の為の

学習会 ・会議などの事故も補償

○ボランティア自身の食中毒や感染症も補償

○保険料補助あり

補償期間 平成25年 4月1日 (中途加入の場合

は社協受付日の翌日)か ら

平成26年 3月31日まで

社協本所 ・各支所にて加入申請受付中 !

【福祉用具・ボランティア機材などを貸し出します】

福祉用具(車椅子・電動ベッド)は介護保険でレン

タルできない要支援者や身体に障害をお持ちの方

等に無料で貸し出します。

ボランティア団体 ・個人には高齢者疑似体験セット

や室内用ペタンクセット等のレクリエーション機材

を貸し出します。 詳 しくは社会福祉協議会または

社会福祉協議会のホームベージヘ

上記以外で介護 ・福祉に関する相談は随時職員で応対致します。

ホームページ httpt〃wWw4 noto― shakyo ip/


